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IMJ 支部一覧  

-----------------------------------------------------------------------------  

北海道支部 住所： 〒００３-０００６ 札幌市白石区東札幌６条６丁目５-１   

東北支部   住所： 〒980-0011 仙台市青葉区上杉２丁目４番４６号 

             宮城県森林組合会館３階 ㈱青木マーケティング研究所内   

京滋支部 住所： 〒６０２-８５６６ 京都市上京区河原町広小路上ル梶井町４６５  

阪奈支部 住所： 〒５７０-００７５ 大阪府守口市紅屋町５-２ ２F 

関西医科大学心療内科学講座 統合医療研究室内  

神戸・兵庫支部 住所： 〒６５８-００５１ 兵庫県神戸市東灘区住吉本町１-１-３９-１０３   

和歌山支部 住所： 〒６４０-８４０４ 和歌山県和歌山市湊１８５０ 

財団法人和歌山健康センター  

山口支部 住所： 〒７５３-０２１５ 山口県山口市大内矢田３８５ 柴田病院内  

四国支部 住所： 〒771-0220 徳島県板野郡松茂町広島字鍬の先２２ 

クリニック釈羅内 中西院長気付（板東 浩）  

九州支部 住所： 〒８１２-８５８２ 福岡県福岡市東区馬出３-１-１ 

九州大学医学部心療内科  

沖縄支部 住所： 〒900-0013 沖縄県'那覇市牧志 1-16-45 

統合医療ビル２階モモクリニック 院長  

 

 

 

 

 

 

 



 

一般社団法人「日本統合医療学会」の新たな発足にあたって              理事長 渥美和彦  

-------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 2007 年 12 月 1 日から２日にかけて宮城県の松島において開催された JACT（日本代替・相補・伝統医療連合

会議）と JIM（日本統合医療学会）の連合学術大会において、それぞれの理事会および総会が開催され、両学

会が統合されて、新たに一般社団法人としての「日本統合医療学会（IMJ Integrative Medicine Japan）」が発足し

た。   

世界の医学界において大きく発展を遂げつつある統合医療の、わが国における国際的な代表組織として大きな

第一歩を踏み出したことになる。そして、わが国におけるこの分野の医学、パラメディカル、あるいは周辺の教育、

研究、臨床における専門家集団を結集して、総力をあげて諸問題の対処にあたる組織が誕生したことになる。   

統合医療はいうまでもなく、近代西洋医学を中心として、伝統医学、相補・代替医療を統合し、患者中心の医療

を推進しながらクライアントの疾病予防に努め、健康増進に寄与しようとするものである。 

 

 

 すなわち、統合医療は 

 

  １. 患者さん中心の医療 

  ２. 身体、精神のみならず、人間を包括的に診る全人的な医療 

  ３. 治療だけでなく、疾病の予防や健康増進に寄与する医学 

  ４. 生れて死ぬまでの一生をケアする包括的な医療 

 

を目指すものであり、多くの境界領域の連携と協力を必要とするものである。 

 当面の大きな目標として、 

 

  １. 国立統合医療センターの設立 

  ２. 大学医学部における統合医療学科、学部の設置や統合医療大学の開設 

  ３. 統合医療における調査、研究の推進 

 

 などである。 

さらに、その展開の延長として、 

 

  １. ヘルスケアネットワークの形成による地域開発と地域の活性化 

  ２. 新しい健康産業の創造 

 

などがある。 

そこで、一般社団法人「日本統合医療学会」としての新しい事業として、 

 

  １. 大学講座の開設 

  ２. CAM 専門分科会の開設 

  ３. 編集、およびホームページの充実 

  ４. 健康食品認定機構の発足 



  ５. 認定医と各種資格制度の充実 

  ６. 統合医療センター計画の立案と実施 

 

などが考えられており、これらについては新事業の企画の項で述べることとする。 

現在、統合医療の実況を推進する母体として、 

 

  １. 学術連合 

  ２. 議員連盟の会 

  ３. 民間人の会 

 

 の各団体が三位一体となって活動しており、3 月 4 日に超党派の統合医療を実現する議員連盟の会合が開催

され、3月5日には、民主党の議員による勉強会が行われ、学会からは、理事長らが出席した。しかし、この運動

がわが国に定着するためには、第 4 番目の団体として「市民レベルの推進団体」を発足させる必要がある。 

これらの組織が調和しながら活動を行うためには、新しい一般社団法人「日本統合医療学会」がリーダーシップ

を発揮していかなければならない。 

そのためには、厳しい現実を直視しつつ、高い理想を揚げて進む必要がある。「統合医療こそ、真の国民の目ざ

す医療」であるという強い信念を持ち続けなければならない。 

 

 

IMJ 関連学会 

•全日本鍼灸学会  

•日本アーユルヴェーダ学会 

•日本ホメオパシー医学会 

•日本芸術療法学会 

•全日本カイロプラクティック学会 

•日本カイロプラクターズ協会（JAC） 

•日本磁気医学会 

•日本医療気功学会 

•日本小児東洋医学会 

•日本心身医学会 

•日本絶食療法医学会 

•日本音楽療法学会 

•日本東方医学会 

•日本ヨーガ療法学会 

•日本バイオフィードバック学会 

•日本看護協会 

•チベット医学研究会 

•日本歯科東洋医学会 

 

詳細は一般社団法人日本統合医療学会公式サイトにてご覧ください。 URL http://www.imj.or.jp 

 


